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発行所組合事務所の終日閉所日程

ご迷惑おかけしますが、ご協力を

お願いします。

３月３１日（火） 書記局会議
「資格確認書」で病院・薬局は

これまでどおり受診できます

不
適
正
な
労
務
費
な
ど
を
監
視

・
指
導
す
る
建
設
Ｇ
メ
ン
（
１

４
８
人
）
の
設
置
で
取
り
締
ま

り
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
「
労
務
費
基
準
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
」
で
は
、
適
正
な
賃

金
、
単
価
の
確
保
の
た
め
の
指

標
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

国
政
を
見
る
と
、
医
療
費
４

兆
円
削
減
の
具
体
化
と
し
て
Ｏ

Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
医
療
保
険
適
用

除
外
化
や
医
療
費
窓
口
負
担
を

全
年
齢
３
割
負
担
、
公
的
保
険

の
縮
小
と
民
間
保
険
の
活
用
に

関
す
る
検
討
、
さ
ら
に
、
『
全

世
代
に
よ
る
子
育
て
支
援
』
に

名
を
借
り
た
新
た
な
負
担
増
な

ど
、
大
企
業
や
高
所
得
者
か
ら

は
税
金
を
多
く
取
り
（
応
能
負

担
）
、
低
所
得
者
に
社
会
保
障

給
付
を
行
な
う
所
得
再
分
配
に

よ
る
所
得
格
差
の
縮
小
な
ど
は

念
頭
に
無
い
か
の
よ
う
で
す
。

物
価
・
資
材
高
騰
に
泣
く
国
民

を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
政
策
を

覆
す
の
は
、
運
動
に
よ
る
力
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
ミ
ラ
ノ
・
コ
ル
テ
ィ
ナ
２
０

２
６
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
▼
開

会
式
で
「
誰
も
寝
て
は
な
ら

ぬ
」
を
聖
火
点
灯
と
同
時
に
披

露
し
た
ア
ン
ド
レ
ア
・
ボ
ッ
チ

ェ
リ
。
盲
目
で
あ
る
彼
は
前
向

き
に
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を

説
き
、
多
く
の
人
々
を
魅
了
し

続
け
て
い
る
。
良
き
こ
と
か
な

と
感
動
▼
31
年
前
１
月
に
訪

れ
た
時
、
ガ
ッ
レ
リ
ア
前
の
広

場
で
紳
士
淑
女
た
ち
が
コ
ー
ト

姿
で
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
食
べ
て
い

た
。
「
い
い
歳
し
て
寒
い
の
に

な
ん
だ
か
な
ぁ
」
と
は
思
い
つ

つ
、
郷
に
入
っ
て
は
郷
に
従
え

と
、
レ
モ
ン
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
頂

き
な
が
ら
人
間
観
察
。
イ
タ
リ

ア
ー
ノ
と
馴
染
ん
で
見
え
た
こ

と
で
し
ょ
う
▼
ア
イ
ス
ス
ケ
ー

ト
で
[り
く
り
ゅ
う
]ペ
ア
が
フ

リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
使
っ
た
曲

が
、
映
画
「
グ
ラ
デ
ィ
エ
ー
タ

ー
」
の
テ
ー
マ
曲
「
つ
い
に
自

由
に
」
（
ボ
ッ
チ
ェ
リ
が
カ
バ

ー
し
た
）
。
『
今
何
千
も
の
挑

戦
の
中
で
君
の
情
熱
は
増
大
し

君
を
導
く
だ
ろ
う

自
分
自

身
を
信
じ
る
の
だ
〜
』
で
金
メ

ダ
ル
獲
得
「
お
め
で
と
う
」
▼

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
、
オ
コ
ジ
ョ
の
[テ
ィ
ナ
]が

い
い
仕
事
を
し
て
い
た
。
メ
ダ

ル
に
輝
い
た
選
手
た
ち
に
贈
ら

れ
、
表
彰
式
で
メ
ダ
ル
の
ス
ト

ラ
ッ
プ
に
つ
け
ら
れ
て
い
た
の

だ
。
現
地
で
は
売
り
切
れ
だ
。

「
ブ
ラ
ー
ヴ
ァ
」
▼
大
会
各
所

で
垣
間
見
え
た
国
を
超
え
て
讃

え
あ
う
姿
は
、
美
し
く
数
々
の

感
動
と
驚
き
を
与
え
て
も
ら
っ

た
。
こ
の
後
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
登
場
し
て
く
る
[ミ
ロ
]の
活

躍
に
も
期
待
し
よ
う
。
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組
合
員
１
１
９
３
人
で
始
ま

っ
た
２
０
２
６
年
。
２
ケ
月
経

ち
３
月
１
日
現
勢
は
、
１
１
７

７
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

組
合
員
数
の
減
少
は
、
組
合

の
組
織
力
、
諸
運
動
に
大
き
く

影
響
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
昨

年
、
組
合
員
、
家
族
の
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
で
「
１
０
０
万
人

国
会
請
願
署
名
」
に
旺
盛
に
取

り
組
み
、
第
三
次
担
い
手
３
法

の
成
立
に
至
り
ま
し
た
。
昨
年

12
月
12
日
に
全
面
施
行
さ
れ

た
同
法
で
は
、
国
交
省
が
建
設

工
事
に
お
け
る
不
適
切
な
工

期
、
不
当
に
低
い
下
請
代
金
、

２０２６年旗びらき 笑顔の青年・後継者組合員たち

仲
間
へ
の
声
か
け
旺
盛
に

私
た
ち
の
組
合
は
、
組
合
員

の
く
ら
し
や
仕
事
上
の
困
り
ご

と
や
悩
み
ご
と
を
よ
く
聞
き
取

り
、
そ
れ
を
解
決
、
ま
た
は
改

善
す
る
た
め
に
運
動
を
行
な
い

諸
要
求
を
実
現
す
る
『
た
た
か

う
労
働
組
合
』
で
す
。

要
求
実
現
に
は
、
仲
間
同
士

が
団
結
し
て
様
々
な
運
動
を
巻

き
起
こ
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

「
楽
し
く
な
け
れ
ば
組
合
じ

ゃ
な
い
」
。
諸
先
輩
は
大
変
な

情
勢
、
状
況
の
中
で
も
楽
観
的

に
運
動
を
す
す
め
て
き
ま
し

た
。仲

間
と
繋
が
り
、
新
た
な
仲

間
に
声
を
か
け
て
、
組
合
を
強

く
大
き
く
し
ま
し
ょ
う
。

仲
間
同
士
が
繋

が
る
に
は
、
ま
ず

は
、
顔
を
合
わ
せ

る
こ
と
で
す
。

同
じ
建
設
産
業

で
働
く
者
同
士
、

ま
た
、
近
い
世
代

の
者
が
集
ま
れ

ば
、
仕
事
の
情
報

や
地
域
の
情
報
、

子
ど
も
の
学
校
情

報
な
ど
、
必
ず
会

話
が
弾
む
こ
と
に
な
る
は
ず
で

す
。「

組
合
員
の
最
低
限
の
義

務
」
群
会
議
へ
の
出
席
で
話
を

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
３

月
下
旬
に
各
分
会
で
開
催
さ
れ

る
分
会
総
会
に
は
、
す
べ
て
の

群
か
ら
仲
間
が
結
集
す
る
た

め
、
よ
り
多
く
の
情
報
を
得
る

こ
と
が
で
き
、
つ
な
が
り
が
深

ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

分
会
総
会
当
日
は
、
資
格
確

認
書
（
旧
保
険
証
）
の
交
付
も

行
な
い
ま
す
。
東
京
都
か
ら
個

人
情
報
の
取
り
扱
い
に
関
し

て
、
資
格
確
認
書
の
交
付
に
際

し
て
は
、
『
必
ず
手
渡
し
に
よ

る
こ
と
』
と
厳
し
い
指
導
を
受

け
て
い
ま
す
。

今
月
の
群
会
議
の
話
題
に
所

属
分
会
の
分
会
総
会
日
程
と
会

場
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
群
会
議
へ
の
出
席
を
お

願
い
し
ま
す
。

一
人
親
方
労
災
の
年
度
更
新

を
以
下
の
日
程
で
行
な
い
ま

す
。
対
象
の
組
合

員
に
は
、
個
別
に

ハ
ガ
キ
を
送
り
ま

す
の
で
、
必
ず
こ

の
期
間
に
手
続
き

を
お
願
い
し
ま

す
。

【
期
間
】３
月
17
日

㈫
〜
25
日
㈬

午

前
10
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で

【会
場
】組
合
事
務
所

※
日
額
変
更
は
更

新
時
の
み
可
能
で

す
。
こ
の
機
会
に
日

額
の
引
き
上
げ
を
検

討
し
て
く
だ
さ
い
。

…
現
場
で
の
組
合
員
の
会
話
…

つ
い
先
日
、
現
場
で
休
憩
中

に
、
労
災
休
業
補
償
の
話
に
な

り
、
あ
る
人
は
、
普
段
の
収
入

の
３
分
の
２
く
ら
い
は

も
ら
わ
な
い
と
生
活

で
き
な
い
、
と
実
体
験

か
ら
話
を
し
て
い
ま

し
た
。

労
災
事
故
の
際
に

得
ら
れ
る
休
業
補
償

額
は
、
日
額
の
80
％

×
休
業
日
数
の
た

め
、
例
え
ば
日
額
５

千
円
の
場
合
は
、
一

カ
月
12
万
円
で
と
て

も
生
活
で
き
る
金
額

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
る
調
査
で
は
、

単
身
の
一
カ
月
の
生

計
費
は
、
最
低
で
も
25
万
円

必
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

-日額の引き上げを-
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【
小
①
分
会
・
中
川

和
美
】

ミ
ラ
ノ
・
コ
ル
テ
ィ
ナ
冬
季

五
輪
の
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
パ
ラ
レ

ル
大
回
転
の
予
選
で
、
日
本
選

手
が
失
格
に
な
っ
た
。
彼
の
ボ

ー
ド
か
ら
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
痕
跡
が

検
出
さ
れ
た
。
通
常
と
は
異
な

り
、
専
属
サ
ー
ビ
ス
マ
ン
に
よ

る
ワ
ク
シ
ン
グ
を
行
な
っ
て
も

ら
え
ず
、
コ
ー
チ
に
依
頼
し
た

が
、
海
外
製
ワ
ッ
ク
ス
で
の
施

工
と
な
っ
た
と
の
こ
と
。
ワ
ッ

ク
ス
は
、
雪
の
付
着
を
防
ぎ
、

よ
り
速
く
滑
る
た
め
に
使
わ
れ

る
。Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
含
有
ワ
ッ
ク
ス

は
、
２
０
２
３
／
２
０
２
４
シ

ー
ズ
ン
か
ら
使
用
が
禁
止
さ

れ
、
今
大
会
で
初
め
て
禁
じ
ら

れ
た
。
固
形
ワ
ッ
ク
ス
を
熱
す

る
際
、
気
化
し
て
室
内
に
舞

い
、
曝
露
し
た
女
性
コ
ー
チ
が

亡
く
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
含
有
ワ
ッ
ク
ス
の

規
制
が
動
き
出
し
た
と
い
う
。

人
体
だ
け
で
な
く
環
境
へ
与
え

る
影
響
に
つ
い
て
も
研
究
が
進

ん
で
い
る
。
一
般
的
な
ゲ
レ
ン

デ
で
の
使
用
は
直
ち
に
罰
則
の

対
象
で
は
な
い
も
の
の
、
残
留

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
雪
や
環
境
に
悪
影

響
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
。

ア
ル
プ
ス
地
方
で
は
ス
タ
ー

ト
地
点
付
近
か
ら
高
濃
度
の
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
が
検
出
さ
れ
、
そ
れ
が

湖
の
魚
や
生
態
系
に
蓄
積
し
て

い
る
と
言
う
。
ス
キ
ー
場
の
雪

解
け
水
に
含
ま
れ
、
水
源
へ
流

出
し
て
い
る
。

今
後
は
、
競
技
レ
ベ
ル
や
使

用
環
境
に
合
わ
せ
て
、
適
切
な

ワ
ッ
ク
ス
を
選
ぶ
こ
と
が
重
要

で
す
。
製
品
表
示
に
『
Ｆ
Ｌ
Ｕ

Ｏ
Ｒ
―
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
』
（
フ
ッ
素

不
使
用
）
や
『
Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ

Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ａ
』
（
安
全
な
フ
ッ

素
タ
イ
プ
）
を
確
認
し
た
上
で

使
用
す
る
よ
う
に
心
が
け
た

い
。

×
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
（
人
工

的
に
作
ら
れ
た
も
の
、
防
水
ス

プ
レ
ー
や
、
フ
ラ
イ
パ
ン
の
コ

ー
テ
ィ
ン
グ
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー

な
ど
の
耐
油
性
の
包
み
紙
、
泡

消
化
剤
等
）

〇
無
気
フ
ッ
素
化
合
物
（
自
然

界
に
存
在
す
る
も
の
、
歯
磨
き

粉
や
歯
医
者
で
使
う
フ
ッ
素

等
）
。
但
し
、
一
度
に
大
量
の

摂
取
で
は
中
毒
症
状
を
起
こ
す

可
能
性
が
あ
る
の
で
用
法
や
用

量
を
守
る
こ
と
。

Ｅ
Ｕ
で
は
２
０
２
６
年
８
月

よ
り
、
一
定
濃
度
以
上
の
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
を
含
む
食
品
接
触
包
装
を

Ｅ
Ｕ
市
場
に
上
市
す
る
こ
と
が

禁
止
さ
れ
る
と
の
こ
と
。
フ
ラ

ン
ス
で
は
２
０
２
６
年
１
月
よ

り
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
を
含
む
製
品
が
原

則
と
し
て
製
造
、
輸
入
、
輸
出

市
場
投
入
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
２

０
２
５
年
７
月
か
ら
同
様
。

日
本
は
、
水
道
水
質
基
準
や

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
成
分

基
準
の
見
直
し
、
農
畜
産
物
に

お
け
る
暴
露
評
価
な
ど
の
対
応

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年

度
よ
り
、
よ
り
厳
格
な
規
制
が

適
用
さ
れ
る
見
通
し
で
、
自
治

体
や
水
道
業
者
、
関
連
す
る
化

学
・
製
造
業
は
、
今
後
の
動
向

を
注
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。日

本
で
４
月
よ
り
検
査
義
務

化
（
水
道
事
業
者
）
さ
れ
ま
す

が
、
日
常
生
活
製
品
等
の
制

限
、
禁
止
事
項
は
な
い
の
で
各

自
、
気
を
付
け
る
よ
う
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

反
則
通
告
制
度
）
が
導
入
さ
れ

ま
す
。

近
年
の
交
通
事

故
全
体
に
占
め
る

自
転
車
事
故
の
割

合
と
違
反
件
数
が

増
加
傾
向
で
あ
る

こ
と
、
こ
れ
ま
で

自
転
車
の
違
反
は

刑
事
手
続
き
が
必

要
で
、
時
間
が
か

か
っ
て
き
た
こ
と

か
ら
、
反
則
金
を

納
付
す
れ
ば
出
頭

や
裁
判
等
が
不
要

の
青
切
符
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

pfas

含
有
製
品
は

で
注
意

【
東
小
分
会
・
朝
倉

法
明
】

自
民
大
勝
後
、
初
の
19
日

総
行
動
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。

１
０
０
０
人
の
参
加
。
初
参
加

が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
「
選

挙
結
果
に
危
機
感
を
感
じ
て
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
こ
の
取
組
み
を
知
り

参
加
し
ま
し
た
」
30
代
の
女

性
。マ

イ
ク
を
握
っ
た
田
中
優
子

さ
ん
は
改
憲
に
つ
い
て
言
及
。

自
民
改
憲
案
を
ぜ
ひ
読
ん
で
ほ

し
い
、
国
民
と
い
う
字
が
消
さ

れ
天
皇
と
国
家
だ
け
だ
。
国
防

軍
が
つ
く
ら
れ
徴
兵
制
が
復

活
、
世
界
中
の
戦
争
に
日
本
の

軍
隊
が
行
け
る
。
そ
の
後
ろ
楯

が
自
民
党
の
改
憲
案
だ
と
。
ま

た
、
沖
縄
選
挙
区
選
出
の
伊
波

議
員
は
日
米
で
っ
ち
上
げ
の
台

湾
有
事
に
よ
る
各
島
々
へ
の
ミ

サ
イ
ル
基
地
建
設
を
告
発
。
加

え
て
、
島
住
民
の
山
口
県
へ
の

集
団
疎
開
の
計
画
の
存
在
も
告

発
し
て
い
ま
し
た
。
憲
法
９
条

に
自
衛
隊
を
加
え
る
案
を
軽
く

考
え
て
い
る
方
が
い
る
が
、
大

変
な
間
違
い
だ
、
後
戻
り
出
来

な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
戦
後
の

改憲発動に危惧 寒空の中 初参加が多かった

終
わ
り
、
戦
前
の
始
ま
り
を
意

味
し
て
い
る
。
そ
の
転
換
点
が

高
市
政
権
の
改
憲
案
だ
と
。

11
年
目
に
入
っ
た
19
日
総

行
動
、
毎
回
カ
ン
パ
袋
が
回
っ

て
来
ま
す
。
そ
の
甲
斐
あ
っ

て
、
音
響
設
備
が
新
調
さ
れ
以

前
よ
り
も
格
段
に
良
く
な
り
ま

し
た
。
生
の
声
は
良
い
も
の
で

す
。毎

月
19
日
の
集
会
に
み
ん

な
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
改
憲
反
対
の
学
習
会
を
ま
ず

始
め
ま
し
ょ
う
。

憲
法
改
正
を
軽
く
見
て
は
い
け
な
い

戦
後
の
終
わ
り
戦
前
の
始
ま
り
を
意
味

荒
川
支
部
の
仲
間
（
塗
装
会

社
）
が
詐
欺
被
害
に
遭
う
前
に

警
察
に
相
談
し
、
被
害
を
未
然

に
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
東
京
都
塗

装
工
業
協
同
組
合
Ｈ
Ｐ
で
も
同

様
の
注
意
喚
起
が
あ
り
ま
す
。

手
口
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。
塗
装
業
の
仲
間
な
ど
に
周

知
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
会
社
（
組
合
員
事
業
所
）
の

評
判
が
良
い
か
ら
と
仕
事
依
頼

の
電
話
ア
プ
ロ
ー
チ

※
佐
賀

県
で
は
、
実
在
の
介
護
施
設
の

職
員
を
語
る
手
口

〇
受
注
に
は
指
定
し
た
消
毒
液

の
購
入
が
必
要

※
佐
賀
で
は
、
代

理
購
入
の
依
頼
手
口

〇
消
毒
液
は
１
０
０
個
で
１
３

０
万
円
と
伝
え
ら
れ
る

※
佐

賀
で
は
実
際
に
被
害

消
毒
液
購
入
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

自
転
車
に
も
青
切
符
制
度
始
ま
る

こ
の
４
月
か
ら
自
転
車
の
違

反
も
車
と
同
じ
青
切
符
（
交
通

青
切
符
の
対
象
と
な
る
主
な

違
反
と
反
則
金
は
上
の
表
の
と

お
り
で
、
全
１
１
３
種
類
。

『
な
が
ら
ス
マ
ホ
』
と
言
わ

れ
る
携
帯
電
話
使
用
等
（
保

持
）
や
、
逆
走
に
当
た
る
通
行

区
分
違
反
（
右
側
通
行
等
）
な

ど
、
悪
質
性
や
危
険
度
が
高
い

反
則
行
為
ほ
ど
反
則
金
の
額
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
酒
酔
い
運
転
や
酒
気

帯
び
運
転
、
妨
害
行
為
（
あ
お

り
運
転
）
な
ど
の
重
大
な
違
反

は
「
反
則
行
為
」
に
該
当
せ

ず
、
刑
事
手
続
き
で
処
理
さ
れ

ま
す
。

から

三
多
摩
春
闘
決
起
集
会

東
京
土
建
も
請
求
・
要
求
の
大
運
動
を

２
月
18
日
（
水
）
、
小
金

井
宮
地
楽
器
大
ホ
ー
ル
で
三
多

摩
国
民
春
闘
共
闘
会
議
主
催
の

「
三
多
摩
国
民
春
闘
勝
利
総
決

起
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。全

体
で
３
０
０
人
（
東
京
土

建
は
１
９
２
人
、
支
部
か
ら
は

14
人
）
が
集
ま
り
ま
し
た
。

東
京
土
建
を
代
表
し
て
、
檜

山
賃
金
対
策
部
長
よ
り
、
「
今

こ
そ
、
私
た
ち
労
働
組
合
運
動

が
地
域
で
の
連
帯
を
強
め
、
誰

も
が
安
心
し
て
生
活
し
、
一
生

懸
命
に
仕
事
を
し
て
い
る
労
働

者
が
報
わ
れ
る
社
会
に
変
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
力
強
い
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

三
多
摩
春
闘
の
行
動
提
起
と

し
て
、
３
月
12
日
を
中
心
に

多
く
の
労
働
組
合
で
行
な
わ
れ

る
26
春
闘
行
動
の
写
真
に
、

う
っ
た
え
や
感
想
を
添
え
て
、

「
＃
三
多
摩
一
揆
」
を
入
れ
て

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
発
信
し
よ
う
と
い
う

行
動
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。

集
会
の
様
子
は
、
こ
の
記
事

の
中
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
込
む
と
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
拡

散
を
お
願
い
し
ま
す
。

昨
年
12
月
12
日
か
ら
全
面

施
行
さ
れ
た
第
三
次
担
い
手
３

法
で
は
、
建
設
Ｇ
メ
ン
の
設
置

や
労
務
費

基
準
の
策

定
な
ど
、

労
働
者
の

処
遇
改
善

を
国
が
後

押
し
し
て

く
れ
る
情

勢
で
す
。

確
信
も
ち

請
求
・
要

求
の
運
動

を
行
な
い

ま
し
ょ

う
。

三多摩の仲間たちの声に引き込まれる

集会の様子動画
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